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平成29年度 通常総会・理事会を開催  副会長に安岡、井戸氏を選出 

●通常総会・理事会 
 5月26日に本年度の通常総会と理事会を開催。任期満了に伴う役員改選では、32名の理事と2
名の監事を選出し、全ての議案が承認されました。理事の選出では、5名が退任し新しく6名の理
事を選出しました。 
 

 続いて開かれた理事会において、新しい副会長に安岡氏と井戸氏を選出しました。山﨑会長と
岩崎副会長は再任。副会長を永年務めて頂きました西、中谷の両氏が退任しました。 
 退任されました西和和雄氏、中谷正彦氏、刈谷光昭氏、菅谷正芳氏、清藤秀夫氏の各氏に長年
にわたる工業会へのご尽力に対しまして、感謝申し上げます。 

新 
理 
事 
 

  井上 孝志  井上石灰工業㈱  代表取締役社長 

  牛窓 正剛  ㈱SKK  代表取締役社長 

  田上 雅章  ㈱オルタステクノロジー  総務チーム課長代理 

  清藤  貴子  ㈱キヨトウ   専務取締役 

  志和 光三  ツカサ重機㈱  代表取締役社長 

  中城 一明  パシフィックソフトウエア開発㈱   専務取締役 

役 
 
員 

会長  山﨑 道生  ㈱山崎技研  代表取締役会長 再任 

副会長  安岡 和彦  ㈱垣内  代表取締役社長 新任 

副会長  岩﨑 秀雄  高知精工メッキ㈱  代表取締役社長 再任 

副会長  井戸 啓彰  ㈱特殊製鋼所  代表取締役社長 新任 

常務理事  西内 豊  工業会事務局  事務局長 再任 

●講演会 
 日本銀行高知支店長の大谷聡による「最近の経済情勢と当
地製造業の課題」と題して講演会を開催。一般の方々の参加
も含めて約２００名が参加。高知県の製造業における生産性
の向上等について貴重なご講演をいただきました。  

●懇親会 
 続く懇親会には多くの来賓の方々など200名を
こえる方々にご出席いただき、盛会裏のうちに終
えることができました。懇親会では、5月に入会
しました新会員のご紹介も行いました。 
 □㈲永和鉄工所（正会員） 
 □みずほ銀行 高知支店（賛助会員） 
 
※左側の写真 
①退任者への花束贈呈 
（左から、西、中谷、刈谷、清藤の4氏） 
②尾﨑知事の挨拶  ③中澤高知市副市長の挨拶 
④上田県議会商工農林水産委員会副委員長の乾杯 

① ② 

③ ④ 

大谷支店長の講演 



●5/10 事業戦略普及啓発セミナーを開催 

第2部 パネルディスカッション 「事業戦略で経営ビジョンを実現する」    

●工業会から上田氏がパネリストとして参加 
 産業振興センターでは、ものづくり企業の経営ビジョンを実
現するため、事業戦略策定のサポートを行っています。本セミ
ナーは取組みの普及啓発を図るために実施したものです。 
 第2部のパネルディスカッションにはパネリストとして㈲上
田電機の上田社長が参加して事業戦略にかける思いを熱く語り、
匠和会からも仲間が応援にかけつけました。 
 以下に同氏の発言の一部をご紹介します。 

工業会会員企業 
事業戦略の取組み状況 

（5月末現在） 
着手：12社（内8社完成） 

着手予定：14社 

パネリスト（左から） 
山中 英作氏  ㈱マシュール 
岡田 祥司氏  廣瀬製紙㈱ 

  戸田 実知子氏  ㈲戸田商工 
上田 義隆氏  ㈲上田電機 

●高知県議会 商工農林水産委員会との交流（企業視察・懇親会） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
              

◆5/15 ㈱特殊製鋼所視察  ◆5/25 ㈱ﾄﾘﾑｴﾚｸﾄﾘｯｸﾏｼﾅﾘｰ視察  

本年も委員会の出先
機関調査に併せて、
2回に分けて実施し
ました。 
 
5/15は懇親会を行
いました。議会８名、
工業会からは１２名
が参加。 
きわめて、和やかに
交流を深めることが
できました。 

≪編集後記≫ 連休明けからのひと月をふりかえると、5/8産業間連携委員会、5/11理事会、人材
確保委員会を5/12に開催。5/19は経営改革計画キックオフセミナーを開催し夜の懇親会は大盛況。
県議会の企業視察が5/15と5/25。翌日5/26は通常総会・理事会・講演会・懇親会を開催し、翌週の
6/2は高等学校41校との就職情報交換会。なんとか無事にのりきれたひと月でした。（西内） 

◆事業戦略をやってよかったところ 
・以前は決算書を見るのは、年に一回だけでした。利益や売り 
 上げをだいたいの感覚で見ていたと思います。 
・事業戦略を策定した今は、四半期ごとの数字が当然目に入っ 
 てきます。やれたこと、やれないことが実感として、数字で 
 みられる。残り半年でこの数字、というふうに、時間の感覚 
 もかわりました。 
・いつまでに何をするか、問題意識をしっかり持てるように 
 なったのです。 

 
◆事業戦略をもっていない企業へのメッセージ 
・当社は従業員6名の小さな会社です。小さな会社だから必要 
 ない、ではなく、小さいからこそ事業戦略をやったほうがい 
 いと思います。 
・高知県の経済の活性化を進めていかないといけない。どんど 
 ん県外にも出て、県外の仕事を高知に持って帰ってきたいと 
 思います。 


